
● 県民生活を脅かす犯罪の徹底検挙と犯罪組織の壊滅に向けた取組の推進

施策目標（ＰＬＡＮ）

電話ｄｅ詐欺撲滅に向けた徹底検挙

実施項目（ＤＯ）

犯行グループの実態解明に向けた情報収集とあらゆる法令を活用した多角的な取締りの推進

実績（成果）（ＣＨＥＣＫ）

１ 電話ｄｅ詐欺の認知状況

電話ｄｅ詐欺の認知件数は令和２年に比べ減少したものの、被害総額は増加して

おり、犯行態様としては、還付金詐欺が３年連続増加するなど深刻な情勢

○ 認知件数 １，１０３件

（前年比－１１４件、－９．４％）

○ 被害総額 約２６億９百万円

（同＋約１億９千万円、＋８．３％）

【電話ｄｅ詐欺の認知状況】

２ 電話ｄｅ詐欺の検挙状況

電話ｄｅ詐欺の検挙件数は、令和２年に比べ減少したものの、「だまされた振り

作戦」や「先制的な職務質問」により被疑者を検挙したことや、特殊詐欺グループ

にＩＰ電話回線の利用サービスを１００回線以上提供していた通信事業者を摘発す

るなど、電話ｄｅ詐欺撲滅に向けた検挙活動を推進

○ 本犯

・検挙人員 １３８人

（前年比－１２人、－８．０％）

・検挙件数 ２４３件

（同－６５件、－２１．１％）

○ 助長犯

・検挙人員 １３２人

（同－２６人、－１６．５％）

・検挙件数 １７２件

（同－１９件、－９．９％）
【電話ｄｅ詐欺の検挙状況】

今後の課題及び方針（ＡＣＴＩＯＮ）

１ 課題

○ 犯行グループの中枢やその背後にいると見られる暴力団、準暴力団等の実態解

明と多角的な取締りを強化し、犯罪組織の壊滅に向け、真に打撃を与える検挙活

動を推進する必要がある。

２ 方針

○ 犯行グループの実態解明に向けた情報収集とあらゆる法令を駆使した多角的な

取締りの推進


